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実証概要

熊本地域は平成28年4月に2度の大きな地震を受けて、電気・水道・電話や基幹道路などのインフ
ラが長期に停止した経験を有している。

しかしながら、1年以上経過した現在も完全な復旧に至っておらず、2次被害の危
険性を抱えた環境で生活しているのが実状である。

本プロジェクトは、住民が安心して生活できる環境をワイヤレスIoT技術を用いて実現する
もので、次の事項を実証する。

1.防災福祉IoTセンサシステムの開発（「目線センシング」地域見守りスマホカメ
ラ、地滑り検出センサ 、雨水タンクセンサ、害獣被害検出センサ 、空き家・防
犯センサ 、自販機設置防犯カメラ・水位警報センサ ）
2.防災福祉IoTセンサシステムと連携可能な地域SNS互助システムの開発
3.高齢者(6５歳以上）を対象にした地域SNS互助システムのフィールド実証

「IoTによるイノベーションへの挑戦」



ワイヤレスIoT技術の活用による課題解決の着眼点

① 背景（被災地の住民の声）“ここに住み続けられるのか”

（１）熊本地域は平成28年4月に2度の大きな地震を受けて、電気・水道・電話や基幹道路などのインフラが長期に停止

した経験を有している。1年以上経過した現在も完全な復旧に至っておらず、2次被害の危険性を抱えた環境で地域住

民は生活を継続している。

（２）熊本地震の強い揺れによって多くの危険斜面が生じた。多くの箇所が、県や自治体だけでは二次災害への対応が難

しい状況。テレビや警報のサイレン等が鳴っても、高齢者や独居老人は、家の中が安全だと思い込み、避難しない

（警報の地域が特定されてないため）。住民が自ら安全を確認できるような危険度の見える化が必要。

写真２ 熊本地震後に生じた地割れ（H28年5月撮影,南阿蘇村）
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写真１ 防災科研：酒井直樹主任研究員提供（西原村）

熊本高専の挑戦！



ワイヤレスIoT技術の活用による課題解決の着眼点

② 課題解決の方向性

熊本高専では、防災科研・NTTドコモ・地域企業との共同事業として「多点セン
サー観測に基づくリアルタイム広域斜面監視型の防災情報システム開発」 を進めて
いる（日経新聞記事参照）。
しかし、どんな最新のセンシングシステムを導入したとしても、最後は地域住民の
方々に“信頼できる情報をいかに提供できるか”が大きな課題である（地域住民の声）。

●地域ボランティアや自治会長を中心とした、住民に密接した情報モニタ
リングシステムの構築が不可欠
（住民間での共有情報は信頼できる。平常時から利用し生活に密着。）

→自治体依存の情報管理体制から、地域参加型による住民モニタリング

サービスによる情報共有・連携体制へ移行

災害への備えとＩｏＴ技術活用時の課題

伝達（信憑性の高い情報）

地域住民どおしの信頼関係

熊本高専の挑戦！



ワイヤレスIoT技術を活用した取り組み（実証実験）

地域住民同士がお互いに助け合う仕組みをスマホ環境を用いて確立する

③実証の内容 地域住民参加型の防災・福祉IoT・地域SNS互助システム
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・加速度データ
・土壌水分データ
・気象データ

データ加工・抽出
情報プロダクツ生成

災害予測
ナレッジ

AI技術

防災科研の知見

IoTプラットフォーム構築④

⑤

可視化

設置方法

センサー

IoT通信

リアルタイムデータ処理

「多点観測に基づくリアルタイム広域斜面監視型と防災杭情報システム」
（既開発：熊本県西原村）
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熊本高専の挑戦！



ワイヤレスIoT技術を活用した取り組み（実証）の内容
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熊本高専の挑戦！

地域SNS
互助システム

 域の防 ・福祉データの取得
- LoraおよびLTEによる無線通信を用いて・・
- ラウド上のデータベー にデータを蓄積

貯水タン 



ワイヤレスIoT技術を活用した取り組み（実証）の内容

取得した実証データの様子

・水位センサより、水位情報が定期的に
サーバーに配信設置される（右の緑文字）。

・各センサの規定値の範囲を越えると、
Mastodonの地域SNS互助システムに「水
位が15cmを越えました。注意してくださ
い。」と自動的に投稿される。

写真１ 取得したデータの様子  域SNS互助シ テム 

熊本高専の挑戦！

開発 る「 域SNS互助シ テム」には、フ ーSNSの
Mastdonを採用

防災杭や貯水タンクで取得したデータを地域SNS互助システ
ム」へ送信するAPIの開発により、地域住民のコミュニケーショ
ンと地域防災・福祉情報の共有プラットフォームを実現！



ワイヤレスIoT技術を活用した取り組み（実証）の内容

高齢者対象のスマートフォン教室
（熊本高専の地元・合志市社会福祉協議会との合同共催）

 実施日 平成30年1月13日（土）、14日（日）

 会場 熊本高専熊本キャンパス

 参加者 15名（両日参加） 参加希望倍率は2倍超！

60代…36%
70代…43%
80代…21%

男性…36%
女性…64%

熊本高専の挑戦！



ワイヤレスIoT技術を活用した取り組み（実証）の内容

高齢者対象のスマートフォン教室
 スマートフォン教室の様子

熊本高専の挑戦！

平成30年1月14日 熊本日日新聞
高齢者によるスマートフォンによる
投稿の実証実験風景



ワイヤレスIoT技術を活用した取り組み（実証）の内容

実施内容…1日目 スマートフォンについての座学

学生のサポートのもと、個別の質問対応

2日目 SNS（マストドン）についての座学

マストドンへの登録・簡単な利用

アンケート結果（高齢者の声 一部抜粋）

 今回参加してスマホ利用の糸口を見つけた感じがある。

 LINEなどSNSは怖い思いが強かったが、やってみると便利だ

と感じた

 いろいろ聞いたが、完全に覚えることはまだまだ無理そう。

高齢者は、スマホが使えない

❌ 定説

80代の高齢者でもスマホを
使って投稿が可能

• 使い方を間違って、不正ア
クセスが怖い

• 架空請求詐欺などが怖い
• 家族が利用を制限する

※地域住民同士かお゙互いに助け合う仕組みにおいて、
高齢者が参加ができることが示唆された

熊本高専の挑戦！

○ 実証実験による真実

※LPWA利用した 域SNSネットワー による 域活性化への見通しが得  た。

これらの不安を取り除く事で、高齢者がスマ
ホを使える可能性☆結論


